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　第36回肱川ソフトボールリーグ戦が５月８日㈭に開幕しま
した。大駄場ふれあい広場で開幕式が行われ、大野ソフトボ

ールクラブ会長の始球式で第１回戦が始まりました。今年は

18チームの参加があり６チームずつ３部に分かれてのリーグ
戦を行います。これから約１カ月間試合が続きます。各チー

ム優勝目指してがんばってください。

 待ってました、絶好球！
 ～肱川ソフトボールリーグ開幕～

５／８
（木）

▲始球式をする大野会長

　地区の宝物である子どもたちの健やかな成長と、地域の活

性化を図ろうと、大川自治振興会（松岡昇平会長）と大川公

民館が「鯉のぼりの川渡しイベント」を開催しました。鯉の

ぼりは、地区の住民から募ったもので、地区内の16世帯から
合わせて92匹の鯉のぼりがよせられました。170メートルに
もおよぶ川幅いっぱいに渡された鯉のぼりは、まさに圧巻。

春風に吹かれ、まるで天に昇っているかのようでした。この

日は、鯉のぼりのお披露目イベントの一つとして、肱川漁協

の協力を得て、稚鮎２万尾の放流も行われ、放流に参加した

大成保育所の園児14人と大成小学校の児童19人は、小さなバ
ケツに稚鮎を入れてもらい、ゴツゴツした大きな石ころの上

を川べりまでゆっくり運ぶと、「早く大きくなってね」と声を

かけながら、川に放していました。

 凄い！す鯉
ごい

！！
 ～大川鯉のぼり川渡しイベント～

４／30
（水）

▲�校長先生といっしょに放流する大成小の児童

　長浜小学校、長浜スポーツセンターで長浜地域球技交流会

が開催されました。長浜地域８校（白滝、柴、大和、豊茂、出海、

櫛生、長浜、喜多灘）の小学生がサッカー、卓球、バスケッ

トボールの各種目に分かれ、試合を行いました。

　１点差を争う白熱した試合が多く見られる一方で、試合の

合間には、他校の友達と楽しそうに話をしている姿があちら

こちらで見られました。交流会の目的の一つである児童同士

の交流も深められたようです。何より保護者や仲間の応援を

受け、勝利を目指し力いっぱいプレーする姿が印象的でした。

５／15
（木）

 ナイスシュート！！
 ～長浜地域球技交流会～

▲白熱した試合

まちのわだい
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　水道の水がどうやって作られるのかを理解してもらおうと、
河辺小学校３・４・５年生の遠足のなかで水道施設の見学が行
われました。
　見学した施設は、河辺小学校にも水を送っている植松簡易水
道。児童たちは、川から水をひく取水施設から、水をきれいに
する浄水施設まで、日ごろの管理をしているおじさんたちの話
に熱心に耳を傾けながら、川の水が飲用水になっていく過程を
楽しく学びました。

　「水道施設の水がカラになることはないのですか？」などの質問をしながら、安全な水が安定して供給され
る仕組みを学んだ後は、職員からの「いつまでもおいしい水が飲めるよう、川をよごさないようにしましょう」
とのお願いに、元気よく答えると、次の目的地であるふるさと公園に向かって出発しました。

 　大洲小学校の３年生48人と平野小学校の１～５年生107人が、
遠足でフラワーパークを訪れ、チューリップの球根ほりを楽し
みました。
　子どもたちは、遠足の疲れも強い陽射しもものともせず、管
理人の菊池さんから球根ほりの方法とコツを教わると、早速シ
ャベルを手に球根ほりを開始。土の下にかくれた球根を掘り出
すたびに、大きさを競い合う声が聞こえ、持ってきた袋は、あ
っという間に球根でいっぱいになりました。
　この日掘り出された球根は日陰干しをしたあと、網などの袋

で保存し、10月～12月に植えると４～５月ごろに花が咲くそうです。
　それぞれのお家で何色のチューリップが咲くのか、楽しみですね。

　全国一斉「遊びの日」のキャンペーン事業として、㈶日本レ
クリエーション協会主催によるウォークラリー大会が、大洲の
ポコペン横丁をスタート地点として開催され、17チーム62人が
参加しました。少し汗ばむ初夏の陽気の中、参加者らは本町商
店街や大洲城など設定された約２㎞のコースを、家族や友人ら
と会話をはずませながら、楽しそうに歩いていました。
　市内の小学校から参加した水沼はるかさん、西岡渚さん、三
宅佑奈さんのチーム「スマイル」は、俳人松根東洋城の旧居や

大洲城二の丸にある藤樹先生の銅像などのチェックポイントで、あらかじめ出されていた問題の答えを見つ
けては、回答用紙に書き込んでいました。正午前には全員が無事にゴールのポコペン横丁に到着し、参加者
らは持参したお弁当を食べたり、ラムネを飲んだりしていました。
　優勝は「オリーブ」チーム、準優勝は、「ルイージ」チームで、小学生３人の「スマイル」チームは３位と
大健闘。チームの名前のとおり、表彰式ではにっこりスマイル

4 4 4 4

していました。

５／18
（日）

 おいしい水をありがとう
  ～植松簡易水道施設見学～

　大洲市では、『市民参加の街づくり』の一環として各都市公園
などの施設管理を市民団体に委託しています。この日は、大洲市
公園等施設管理推進協議会が６月１日に開幕するうかいを前に、
肱川緑地公園と肱南船着場の花壇に、市民や観光客に心の潤い
と安らぎの場を提供しようと、花を植栽しました。この日植えら
れたのは、サルビア、マリーゴールド、日々草、ポーチュラカの
４種類で、合わせて1,860本です。植えられたあとの花壇は美し
くなり、市民、観光客の皆様もきっと安らぐことと思います。

 何色かな？
 ～チューリップの球根ほり～

 花で安らぎを！
 ～うかい下船場と緑地公園に花を植栽～

５／21
（水）

５／22
（木）

 大洲の町並みでウォークラリー大会
 ～全国一斉「遊びの日」キャンペーン～

５／21
（水）

▲�これが沈でん池。水の中の汚れを沈めて取り除くんだよ。

▲みんなで仲良く掘りました

▲一つ一つ丁寧に植えつけていく会員ら

※ 　この記事（写真撮影とも）は職場体験学習で来てくれた、河辺中学校の智葉雅仁君が書いてくれました。

▲松根東洋城旧居前にて　チーム「スマイル」

まちのわだい
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「
大
洲
市
マ
ッ
チ
・
シ
テ
ィ
」
愛
媛
Ｆ
Ｃ
を
応
援
！

　
５
月
25
日（
日
）、
ニ
ン
ジ
ニ

ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
愛
媛
県
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）
で
、

第
２
ク
ー
ル
初
戦
と
な
る
愛
媛

Ｆ
Ｃ
対
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

の
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、「
マ
ッ
チ
・
シ
テ
ィ
」

大
洲
市
の
日
。
日
曜
の
ナ
イ
ト

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

市
か
ら
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

　
会
場
周
辺
で
は
、
い
か
焼
き

や
し
ぐ
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特

産
品
が
並
び
、
来
場
者
ら
は
、

揚
げ
た
て
の
じ
ゃ
こ
て
ん
を
頬

張
っ
た
り
、
気
に
入
っ
た
品
を

買
い
求
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
７
時
の
開
始
を
前
に
、
大

洲
Ｆ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
23
人
が
、

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
と
し
て
選

手
と
と
も
に
ピ
ッ
チ
へ
入
場
。

首
藤
馨
副
市
長
と
篠
崎
武
一
大

洲
商
工
会
議
所
監
事
か
ら
両
チ

ー
ム
に
、
大
洲
ま
ち
の
駅
あ
さ

も
や
か
ら
提
供
さ
れ
た
「
大
洲

の
特
産
品
セ
ッ
ト
」
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
前
イ
ベ
ン
ト
で

は
、「
う
す
っ
ぺ
ら
ー
ず
」
が
、

素
敵
な
歌
声
の
ア
カ
ペ
ラ
を
披

露
し
た
ほ
か
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
は
合
計
28
本
の
大
洲
の
特
産

品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
、
前
半
３
分
に
コ

ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
田
中
選
手

が
鮮
や
か
な
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ

ー
ト
を
決
め
て
先
制
。
後
半
中

盤
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
も

の
の
、
後
半
38
分
に
三
上
選
手

が
左
サ
イ
ド
か
ら
絶
妙
の
ク
ロ

ス
ボ
ー
ル
を
上
げ
る
と
、
横
山

選
手
が
鋭
く
と
び
だ
し
て
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
２
対
１
と
し
、
３

月
８
日
の
開
幕
戦
以
来
、
ホ
ー

ム
で
の
２
勝
目
を
あ
げ
ま
し
た
。

▲アカペラを披露する「うすっぺらーず」�

▲出店の様子

▲選手と入場する大洲ＦＣ

▲喜びの　　
景品当選者

▲前半３分田中選手の先制ゴール▲記念品を贈る首藤副市長と
篠崎大洲商工会議所監事

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
（
清
掃
活
動
）
に

�

ご
参
加
く
だ
さ
い

～
長
浜
・
沖
浦
自
治
会
が
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

　
瀬
戸
内
１
０
７
市
町
村
と
11

府
県
が
参
画
す
る
「
瀬
戸
内
・

海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協

議
会
」
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
自

然
環
境
の
保
全
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

の
３
カ
月
間
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

瀬
戸
内
」
と
題
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
清
掃
活
動
な
ど

が
各
地
で
展
開
さ
れ

て
お
り
、
今
回
大
洲

市
に
お
い
て
も
、
長

浜
・
沖
浦
自
治
会
で

例
年
行
わ
れ
て
い
る

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
合

わ
せ
て
、
海
浜
の
一

斉
清
掃
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
の
美
し

い
海
を
守
る
」
と
い

う
意
識
の
向
上
を
目

的
に
行
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
の
方
ま
で
、
年
齢

を
問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
日
　
時
】　

　
７
月
20
日（
日
）

　
午
前
７
時
30
分
〜

【
場
　
所
】

　
長
浜
・
沖
浦
地
区
の
海
浜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　 

長
浜
支
所
建
設
農
林
課

　
☎
�
１
１
１
１

▲昨年実施された沖浦自治会一斉クリーン作戦

愛媛ＦＣを応援！
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歌
麿
館
で
は
、
歌
麿
の
版
木

が
大
洲
市
肱
川
町
で
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
機
に
、
歌
麿
の
浮
世

絵
や
版
画
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
展
示
活
動
や
版
画

教
室
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
当
館
で
は
、
歌
麿
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
（
本
物
）
だ
け
で
な
く
、

復
刻
版
も
多
数
所
蔵
し
て
い
ま

す
。

　
復
刻
版
は
、
江
戸
時
代
に
描

か
れ
た
歌
麿
の
作
品
な
ど
を
、

現
代
の
彫
師
、
摺
師
た
ち
が
伝

統
工
法
に
よ
っ
て
復
元
し
た
も

の
で
す
。

　
今
回
は
特
に
、
江
戸
時
代
の

歌
麿
の
作
品
を
忠
実
に
模
写
・

復
元
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
版
画
や
そ
れ
に
関

連
す
る
伝
統
技
法
の
素
晴
ら
し

さ
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
江
戸
時
代
に

摺
ら
れ
た
歌
麿
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
数
点
展
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
物
と
復
刻
版
の

相
違
点
な
ど
も
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
間
中
展
示
品
は
、
有
効

保
存
の
た
め
２
、３
回
の
展
示

替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
浮
世
絵
の
す
ば

ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

　
７
月
28
日（
月
）
ま
で

■
場
　
所

　
肱
川
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館

■
時
　
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日

　
火
曜
日

■
入
館
料

　
一
般
５
０
０
円
（
３
０
０
円
）

小
中
高
２
５
０
円
（
１
５
０
円
）

※（
　
）は
、
15
人
以
上
の
団
体

　
割
引
料
金
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　 

大
洲
市
立
肱
川
風
の
博
物
館
・

歌
麿
館

　
〒
７
９
７

－

１
５
０
５

　 

大
洲
市
肱
川
町
予
子
林
99

－

１

　
☎
�
２
１
８
１

　
FAX
�
３
９
６
６

江
戸
の
技
を
模
す
る

〜
復
刻
版
に
見
る
歌
麿
作
品　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
〜

歌　麿　館
企画展

▲美人五面相（オリジナル作品）

台
風
に
対
す
る
備
え

大
洲
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
８
月
、
９
月
の
台
風
シ

ー
ズ
ン
に
は
、
各
地
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

各
家
庭
に
お
け
る
台
風
に
対
す

① 

台
風
が
接
近
す
る
前
に
、
自
宅
の
ま
わ
り
の
安
全

点
検
。

② 
台
風
が
接
近
し
た
ら
、
早
く
帰
宅
し
、
外
出
し
な
い
。

③ 
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
を
用
意
。

④ 

断
水
に
備
え
、
水
や
食
料
を
確
保
。

⑤ 

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
避
難
。

⑥ 

避
難
に
備
え
、
非
常
持
出
品
を
確
認
。

⑦ 

浸
水
に
備
え
、
貴
重
品
や
衣
類
、
寝
具
な
ど
を
高

い
場
所
へ
。

⑧ 

台
風
が
去
っ
て
も
、
強
風
や
豪
雨
に
警
戒
。

⑨ 

断
線
し
た
電
線
が
、
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
と
き
は

近
づ
か
な
い
。

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
な
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
今
、
平
成
20
年
10
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

【
教
養
学
部
】

　
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在

学
、
卒
業
を
目
指
す
）

【
大
学
院
】

　
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

　
６
月
15
日（
日
）
〜
８
月
31
日

（
日
）

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ

せ
先

〒
７
９
０

－

０
８
２
６

松
山
市
文
京
町
３（
愛
媛
大
学
内
）

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９（
９
２
３
）８
５
４
４

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.u
-air.ac.jp

る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
等
に
よ
る
気
象

情
報
に
も
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
台
風
に
対
し
て
は
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

歌麿館企画展


	表紙・税制改正のお知らせ・介護保険料のお知らせ　ほか
	あなたの暮らしを支えます・景観計画素案の公表・受章者紹介　ほか
	消防吏員採用試験案内・お知らせ・肱北浄化センター完成　ほか
	清流園料金改定・市有地売却のお知らせ　ほか
	まちのわだい・愛媛ＦＣを応援　ほか
	相談ごと案内・くらしの情報　ほか



